
※最低基準点は6割（100点×60％＝60点）とする

現況把握・進め方

・本県の現況に係る資料や既存資料等を踏まえ、前提条件の整理や
 条件設定の方法が分かりやすく示されているか。
・各業務の策定の進め方が妥当であるか。本業務の実施スケジュー
 ルに無理はないか。

15

企
画
提
案
能
力

合　　　　計

・業務の目的・内容を十分に理解し、本県の特徴や魅力を把握した
 うえで、業務の遂行に対する方針が明確となっているか。

15

業
務
実
施
能
力

5

5

・県内に本社または支店または営業所を有し、県内事情に精通するとと
もに、発注者及び県内関係機関と綿密に連絡調整を行うことができる体
制が整っているか。

・経費の見積は適当か。

地域精通度

経費の妥当性

目的・内容の理解度

別紙:評価基準

評価項目 評価基準 配点

実現性 ・実現性が高い提案となっているか。 15

企画力

・これまでの業務実績やノウハウ、ネットワークを活かした、独自の
 視点や創意工夫による効果的な提案となっているか。
・文章、レイアウト等が分かりやすく、イラストなどを用いて伝わり
 やすい表現となっているか。
・佐賀らしいフェアを具現化できるような企画提案となっているか。

15

業務実施体制
・業務について、十分な実施体制を整えているか。
・業務に関する幅広い知見、情報収集能力を有しているか。

15

業務実績
・業務を効果的かつ確実に遂行するために必要な同種又は類似の
 業務実績が、業務の遂行にあたり役に立つものであるか。

15

100


